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１ はじめに 

 
 山形県庄内地域は日本有数の水田地帯であり、水

稲の苗を育てるためのパイプハウスが多数ある。こ

の水稲育苗ハウスは、田植えが終わる 5 月下旬以降

には他の作物の栽培に利用可能となるため、輪ギク

と組み合わせて有効に活用する方法が考えられる

（図 1）。輪ギクは、仏花として 8 月のお盆に毎年大

きな需要がある品目である。 

一般的に、輪ギクは切り花長 90 cm 以上の需要が

多いが、近年は量販店向けの業務用として、切り花

長 70 cm 以上と従来よりも短い切り花の需要も多く

なってきている。定植期は、切り花長 90 cm 以上の

輪ギクを生産する従来の作型においては栄養成長量

を確保するために 4 月下旬に設定する必要があるが、

切り花長 70 cm 以上であれば約 1 か月遅い 5 月下旬

頃でも生産が可能と考えられる。 

ところで、定植期が 5 月下旬以降となると、従来

の 4 月下旬よりも 1 か月以上遅くなるため、定植後

から収穫期までの所要期間が 3 分の 2 に短縮する。

一般的に輪ギクにおいては、発蕾期から開花・収穫

期までの所要日数は生産地が同じであれば大差はな

いことから、短期間で一定以上の長さの切り花を収

穫するには目標の栄養成長量を確保する方法の検討

が必要である。従来の栽培方法では摘心を行い、1

株当たり 3～4 本程度に仕立てるが、定植期が 5 月下

旬以降となると摘心栽培では栄養成長量を確保しよ

うとすると収穫期が遅くなり、8 月上旬に収穫でき

ないという課題があることから、無摘心栽培を行う

必要がある。さらに、8 月上旬に収穫するためには、

栄養成長量の確保に加えて、一定の時期に花芽分化

を誘導するために長日処理期間の検討も重要である。

白色の輪ギク‘岩の白扇’を例に挙げると、長日処

理終了から収穫までは 55 日程度要する 1)とされて

いるが、定植期が 5 月下旬以降の作型にも適用でき

るかについては検証する必要がある。 

そこで、水稲育苗ハウス後でも栽培ができ、業務

用需要に対応可能な輪ギクの 8 月上旬出しの栽培技

術について検討した。 

 

 

２ 試験方法 

 
 白色の輪ギク‘岩の白扇’を供試し、8 月上旬出

荷に適した定植期と長日処理終了時期について、

2016 年と 2017 年の 2 か年にわたり検討した。2016

年は、4 月に採穂し 2℃の冷蔵庫に保管した挿し穂を

5 月 9 日、5 月 16 日に 200 穴セルトレーに挿し芽を

行った。18 日間育苗し、5 月 27 日と 6 月 3 日にパイ

プハウスに定植した。施肥は基肥N:P2O5:K2O=1.5:

1.7:1.4 kg/a、追肥 N:P2O5:K2O= 0.5:0.3:0.4 kg/a

を施用した。栽植距離は畝間 135 cm、ベッド幅 70 cm、

条間 15-20-15 cm、株間 6 cm、4 条植え、無摘心と

した。試験規模は 1 区 144 株とした。長日処理は、

定植日から 6 月 20 日までの期間、22:00～翌日 2:00

の時間帯に 75 W 白熱電球を 1 灯/6.6 m2 設置して行

った。草丈の伸長促進のために、ジベレリン 100 ppm

（ジベレリン水溶剤）を 6 月上旬と中旬に計 2 回散

布した。花首の伸長抑制のために、ダミノジッド 800 

ppm(ビーナイン水溶剤 80、1,000 倍液)を 7 月上旬と

中旬に計 2 回散布した。2017 年は、5 月 1 日と 5 月

8 日に挿し芽を行い、25 日間育苗し、5 月 26 日と 6

月 2 日に定植した。長日処理は、定植から 6 月 15

日まで、または定植から 6 月 20 日まで行った。その

他の栽培管理は 2016 年と同様に行った。 

 
３ 試験結果及び考察 

 
 開花盛期は、2016 年と 2017 年において、5 月下旬

定植区では目標の 8 月上旬となったが、6 月上旬定

植区では 8 月中旬と遅くなった（表 1）。このことか

ら、定植期は 5 月下旬が適すると考えられた。 

また、長日処理時期については、5 月下旬定植区

において、定植から 6 月 15 日まで、または、定植か

ら 6 月 20 日まで処理を行うと開花盛期がいずれも 8

月上旬となった。長日処理終了から開花盛期までの

日数は 50 日前後であった。このため、5 月下旬に定

植を行う場合の長日処理の終了時期は、6 月中旬が

適すると考えられた。 

 切り花長は、5 月下旬定植区のすべての区におい
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表1 長日処理終了時の生育

z切り花長

表2 切り花品質と商品花率

z発蕾が50%
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